
令和５年度 まちづくりを考える日 報告 
 

1 日  時    令和５年８月１９日（土） １３：３0～1６：35 

2 会  場    くにびきメッセ 国際会議場 （松江市学園南1丁目2番1号) 

3 目  的    多くの市民の皆さまと一緒に身近な地域活動や取組に触れながら、まちづくりを共に考え、 

実践がイメージできる機会を提供する 

4 内  容    地域の取組事例発表、活動展示ブース 

 

５ 参加状況 

 

区分 参加者数 

行政・公的機関（島根県2、社協・地区社協6、公民館14、公益財団法人2） 24 

松江市町内会・自治会連合会関係者 18 

市職員 16 

企業 8 

学生 6 

市民活動団体 3 

その他（市議会議員、市民など） 22 

発表団体 15 

参加者（会場）合計 112 

      

 

6 発表事例 

     「補助金グループ」「NPO・市民活動団体グループ」「町内会・自治会グループ」の３つのグループから、 

合計９つの団体に事例発表いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子どもと地域をアートでつなぐ！「子どもアートDay」  【子どもアートDay実行委員会】 

 空き家を活用した地域の取り組み（よこばまギャラリー）  【横浜町町内会】 

 美化活動（天神川が繋げる交流の輪）  【天神川沿いを綺麗にしようの会】 

 高校生の演劇プロジェクト  【あめいろ】 

 乃木こども食堂  【乃木こども食堂】 

 ふるさと紙芝居 ～紙の神さま～  【八雲町自治会連合会】 

 南殿町地域猫活動  【南殿町町内会】 

 島根大学ミニ学術植物園「みのりの小道」を活用した「学生・地域とともに育ち、歩む大学」づくり  

 【みのりの小道】 

 竹灯籠でホタルの里体験企画in日速神社  【大谷地区森の家プロジェクト】 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例発表の様子① 

事例発表の様子② 



７ パネル展示 

希望された事例発表団体に、取組をパネル展示していただきました。 

  休憩時には特に多くの方にご覧いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 アンケートより（抜粋） 
 

【回収状況（事務局を除く)】 

 参加者数 回収数 回収率 

112 65（紙：60、ネット:5） 58％（小数点以下四捨五入） 

 

発表事例数・発表時間、発表内容について 

・地域猫活動についてもう少し詳しく説明を聞きたかった。７分の時間をもう少し多くしては？ 

全体的に時間が少なかったように感じた。 

 

・事例発表は興味深いものばかりで良かった。それぞれの事例をもう少し詳しく聞きたかった。 

 

・13:30～17:00まではちょっと長い。16:00位までだと良いと思います。 

 

・全体としては良かったが、発表時間７分は短くせっかくの思いが伝わりにくかったのではないでしょうか？ 

また、参加者が交流できるきっかけづくりも必要かと感じました。 

 

・当初は団体の発表時間が少ないような気がしたが、ちょうどよかったと思う。 

 

・すべての事業について運転資金はどのようにしているかの部分も説明に入れてほしかった。  

イベントにはこの部分が一番大切だと思う。次回はこの説明も取り入れてほしい。イベント企画に役立つと思います。 

パネル展示の様子② パネル展示の様子① 



参加者について 

・一部の人だけでなく、より多くの人に参加してもらうにはどうしたら良いか、考えないといけないと思いました。 

 

・いろんな団体が参加する会になってほしい。学生などの話も聞きたい。市民全員が活動できる場にしてほしい。 

 

・学生の方が参加された事や自分達の活動を報告や思いを聞けたことがよかった！！ 

 

・もっと参加者が増えるといいですね。（学校関係教育者なども・・・）夏休み中ですが若い人にも来場してほしいです。 

 

参考になった 

・自分の知らない活動ばかりで面白かった。 

 

・松江市に住んでいますが、このような魅力的な活動が沢山あることを知りませんでした。 

特にこども食堂のお話が印象に残っており、私が住んでいる地区にもあったら良いなと思いました。 

 

・他地区等での取組みはやはり参考になります。色々と意見も（開催について）あると思いますが、継続していって欲しい。 

高校生の取組みは素晴らしいと思います。 

 

・活動の参考になりました。ほとんどの活動が地域のつながりづくりの為それぞれ活動されている。 

地域の住民と住民・団体とのつなぎ役として参加されていると実感しました。自分もその一つの力になれたらと思います。 

ありがとうございました。 

 

・初めて知ることも多々あり、勉強になりました。思わず頑張ってと応援したくなる団体もありました。 

 

・前回よりも事例が具体的・身近なことだったので、この視点からの取り組みなら何とかなりそうなかんじがしました。 

いくつかヒントが浮かびました。 

 

・若い方から地域でがんばってこられた自治会の方まで、さまざまな取り組みをされていることを知れて良かったです。 

地域に大切な資源がたくさんあることが分かりました。ありがとうございました。 

 

・９団体の全ての取組が素晴らしく、地域のために出来ることは何かを考え、実行するその行動力も感銘を受けました。 

本日感じたことを忘れず業務に活かしたいと思います。 

 

・地域の活動状況を知ることができて、有効な時間でした。 

 



・事例紹介は大変参考になりました。地域の課題はそれぞれですが、これからの地域福祉活動に参考にしていきたいと思 

います。 

 

・どんな取り組みがあるだろうかと思い本日は参加させていただきました。どの活動も地域への思いがあり、地域愛を感じ 

るものばかりでした。ありがとうございました。 

 

・多種多様な取組紹介は身近に感じる事例があるのでいいと思います。 

 

・八雲の発表はとてもわかりやすかった！子どもたちにも見せたい聞かせたいと思いました。どの地域のものも聞きやすく、 

わかりやすかったです。 

 

・これからも自然を活用したプログラムや団体を支援しつづけてほしいです。すてきな発表でした！ありがとうございます。 

 

運営・その他 

・色んな地域でまちづくりのための活動が行われていることが分かった。しかし、ほとんどの活動が今回初めて知るもので 

あり、もっと早く知ることができていたら参加したいものがたくさんあった。 

 

・大学生による地域のかかわりが増えるといいという話もあったが、学生自身もどうやって地域にかかわればよいのかわ 

からない部分もあると思う。私も情報収集のやり方がわからないのが現状であるため、もっと互いに情報共有できるしく 

みがあるといいと思った。 

 

・人口減・高齢化率UPの中、何か地域の活性化になればと参加しました。 

 

・このイベントでないとまず知ることのない事例を聞くことができてよかった。 

 

・「人」と「思い」の成せる事だと改めて思いました。新たに仕組みなどのアイディアもわいてきました！ 

ありがとうございました。それぞれの活動支援が参考になるのに加え、さらにその事例が「課題」となっていることに対 

しての意見交換や行政からの（既存含めて）支援・補助などの情報もあると良いです。 

 

・内容を共有する際に配布資料のみでは難しいので、当日発表データもしくはHPでの実施レポートなどのような形でこ 

のような面白い内容を共有しやすい方法を考えてもらえると嬉しいです。 

 

・アンケートの問いが答えやすい。 

ネットからの問いに答えてもらう形も発表者とのキャッチボールができてよい。 

全員参加の時間に費やすべきだ。意見をスマホから書き込めるのは画期的でした。 

 



９ まとめ 

３回目の開催となったが、参加者の方からは、「他の地区での取り組みは参考になった」「どの地域の活動も地域

愛を感じるものばかりだった」「思わず頑張ってと応援したくなる団体もあった」など、まちづくりに対する前向きな

思いを感じていただけたことがうかがえ、「実践がイメージできる機会を提供する」という本イベントの目的は達成

できたと考える。 

今回のイベントで紹介した事例の中には、高校生や大学生の取り組みがあり、様々な年代の方がまちづくりに積 

極的に関わっていただいていることをあらためて実感することができた。 

今回は初めての試みとして、申込方法や質問、アンケート回答の手段として、インターネットによる方法を取り入れ、

若い方が参加しやすいように工夫した。特に質問の時間では、限られた時間の中で、様々な切り口による質問を効

率的に受け付けることができ、発表の時間だけでは深く知ることができなかった、活動内容をより掘り下げて、共有

することができた。 

発表時間や発表事例数については前回同様の規模としたが、発表時間が短かったというご意見が多かった。本 

イベントの目指すところや、「まちづくりでつながる日」との関係性などを、参加者に事前にもう少し丁寧な説明を行 

う必要があるのではと考えている。 

また、今回は初めての休日開催としたが、より多くの市民の方に参加いただけるよう、引き続き適切な開催時期 

や会場、オンライン配信の継続などを検討していきたい。 

次年度も、各地域で行われている様々な取組事例を発表いただき、自分の地域でも取り入れてみようという思い

を持ち帰っていただいて、まちづくりの輪が少しずつ他の地域へ広がっていくことを願って、より充実したイベントと

なるよう多様な意見を取り入れていきたい。 


